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インターバンクの声 （2015 年 10 月 2 日） 
 

週初の欧米株式市場の大幅下落の要因の一つともなったスイス資源大手グレ

ンコア株価の相変わらずの乱高下を横目で見ながらも、アジア時間に発表さ

れていた中国の製造業が予想された程悪くなかったことで、昨日の欧米株式

市場は買い相場を目論んでいたはずだ。実際、欧州では資源需要の回復など

を見越してエネルギー株などが買われ始め上昇相場となっていたが、ニュー

ヨーク市場で ISM製造業景気指数の 2013年 10月以降で 2番目に低い水準と

なる発表があったことで、NYダウは一時 200ドル安まで下落、欧州株もつれ

安となってしまった。当然ながらこの場面では米国債利回りも低下し、為替

市場もドル買いに向かい難い状況になってしまった。それでもその後 NYダウ

が反発に転じ、米国債利回りの低下も収まって来たため、ドル円はゆっくり

だが 120円方向に戻り始めた。まだアジア市場の時間は残されているが、結

局は週初の市場参加者の多くが予想していたように 120円に近い水準で米雇

用統計の発表を待つことになりそうだが、余程予想値から乖離した発表にな

らない限り極端な相場展開にはならない気がする。 
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